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地下水盆構造と地下水の動態をさぐる
地下水は地表水と異なりその流れを直接目で見ることは難しいが，
人類は歴史時代から地下水資源を利用してきた。
我が国でも，地下水は一般に良好な水質を有し，水量・水温が比較
的安定していることから，飲料用だけでなく農業用水，工業用水な
どとして利用されている。しかし，地下水の無秩序な開発は，地下
水位の低下や地盤沈下，塩水浸入等の深刻な地下水障害を引き起こ
し，各地で大きな社会問題となった。
また，開発途上国では地下水資源の量・質について十分な調査が行
われないまま，水需要の急増に伴い地下水が過剰に揚水され，日本
がかつて経験した地下水障害が現在発生している。さらに，近年は
ヒ素やフッ素，硝酸等による地下水汚染が世界各地で問題となって
おり，安全な飲料水の確保が大きな課題となっている。
貴重な資源である地下水を持続的に有効利用するためには，地下水
の容れ物である地下水盆の構造や帯水層の特徴を解明するととも

に，シミュレーションモデルを使っ
て地下水の動態を量的・質的に把握
することが不可欠である。また，適
切な地下水盆の管理のためには，地
下水盆の実情に合ったモニタリン
グネットワークを構築するととも
に，社会経済状況や地域の水文化，
伝統的水利用を考慮した管理目標
を設定しなければならない。
そのためにも，専門領域だけでなく
関連する分野とも学際的に協力し
て，社会に役立つ実践的な研究を進
めていきたい。
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